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キリスト教主義×自由主義

同志社はあくまでも自由な学園です。その淵源は創立者にあ

ります。自由を求めて脱国（密出国）した新島襄は、さいわいに

もアメリカの自由な風土で自由人になって帰国し、京都に自由

な学園を創立しました。

彼自身、「我が大学の空気は自由なり」と断言、自負していま

す。「自治自由の春風」が吹く学園が彼の理想でした。その自由

は、聖書から来ています。「真理はあなたたちを自由にする」と新

約聖書（「ヨハネによる福音書」8章32節）にあるとおりです。こ

の聖句はラテン語で今出川キャンパスの明徳館ならびに京田

辺キャンパスの知真館1号館の壁面に掲げられています。

ここで学ぶ学生一人ひとりが真理と自由な校風に触れて、自

由人になるというのが、本学の願いです。
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良心教育と教育理念
　  https://www.doshisha.ac.jp/information/history/educational_ideal.html

キリスト教主義×国際主義

　新島襄は、アメリカで大勢の信徒たちから種々の援助を

受けて、８年余も留学生活を経験することができました。

正規に大学を卒業した日本人第一号です。そうした留学

生・国際人が、同僚のアメリカ人宣教師たちと京都に創設

した学園が同志社です。

　そのため、早くから留学も盛んです。最初の入学生8名の

うち 2名が、1880 年代初頭にアメリカ留学し、帰国後に帝

国大学（東京大学）教授になりました。最初の卒業生１５名中、

5名も留学、それも全員イェール大学です。新島の死後、彼ら

は次々と新島を継ぐ同志社校長として、恩師の遺志の実現に

尽力しました。

　校舎にしても、ミッションの援助で早くからレンガ造りの

洋館（チャペルを始め、現在５棟が重要文化財）が建てられた

り、新島の母校（アーモスト大学）から同志社アーモスト館が

贈られたりしました。それらは、いまも同志社国際主義のシ

ンボルです。

同志社の精神的な基底をなすキリスト教主義
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同志社徽章：制定以来、知・徳・体の三位一体をめざす ➡
　　同志社の教育理念をあらわすものと解釈されています。   

　　https://www.doshisha.ac.jp/information/history/emblem.html　 
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私は、YMCAという団体でボランティアをしてきました。イギリスで生まれたYMCAは社会教育団体・NGO・
NPO・公益財団法人などの立場で、キリスト教をもとに世界中で活動をしています。日本では、英会話やスイ
ミング、保育園、体操、野外活動など色々な事業をしていますが、私は休日に子どもたちとキャンプに行くボラ
ンティアリーダーをしています。
活動を通してお金には代えられない宝物をたくさん得ることができました。それは、子どもたちがお花でつ

くってくれた髪飾りのプレゼントであり、私の腕やお腹を枕にお昼寝したり、私の周りから離れようとしなかっ
たりする子どもたちであり、子どもたちからの「リーダー大好き」という言葉です。こんな風に聖書に書いてある
「天に富を積む」（ルカによる福音書12章22節～34節）という言葉の意味が少し理解できた気がしています。
キャンプは豊かな自然がある一方、スマホは使えないし、もちろんゲーム機はない。ご飯を食べるためには
自分たちで火を起こさなければなりません。しかし、スマホが使えないからこそ、目の前にいる人と顔と顔を合
わせて話し合えます。ゲーム機がなくてもみんなで手遊びをしたり歌を歌ったり楽しむことができます。ご飯は
汗を流しながら作りますがみんなで協力して火をつけて料理をするからこその達成感で、日常生活で味わえ
ないおいしい食卓を囲むことができます。効率が求められる現代の生活から離れて、ボランティア活動では人
と人との関わり・つながりを深めることができると感じました。
ボランティアは自分の時間やお金を犠牲にする一方で、それ以上
に大切な恵みを与えられています。「地上に富を積む」生き方から自
由になり、隣人と宝を分かち合う生き方、そんな「天に富を積む」歩
みを始めることができるのかもしれないと気づくことができました。

プラット カトリーナ さん［心理学部3年次生（取材時）］

三好祐輝さん さん［神学研究科 2年次生（取材時）］

チャペル・アワーは毎週3回行われており、お昼の時間に行われて
いるため、たったの25分です。そのため、礼拝に出席したことのない
方、教会に行ったことのない方、キリスト教と一切関係を持ったこと
のない方でも参加しやすいです。コンパクトなだけではなく、それぞ
れの椅子には聖書と讃美歌が準備されており、特別な持ち物はあり
ません。
礼拝に参加している多くの学生は「建学の精神」や「キリスト教」に

関連する授業を受けており、レポートを提出することで、加点を得られることもあります。また、おもしろい授業をす
る先生や、自分の学部の先生、好きな先生が礼拝の中で奨励を担当される時には参加する、という学生もいます。
私自身もこのような理由で参加してきました。礼拝はオルガンの奏楽で始まり、聖書朗読とお祈りがあり、奨励者

のメッセージの後に讃美が歌われるなど、心静かに、ゆったり過ごせる安心感の溢れるひとときです。奨励者が外
国の方であったり、学生の聖歌隊や合唱団が音楽を担当するなど、スペシャルな時もあります。 
先日のチャペル・アワーのメッセージが「受けること・差し出すこと」についてでした。「私たちは誰も赤ちゃんの

頃すべてを受けていました。寝る場所、食べる物、愛情のような目に見えないものも受け、それらを吸収して大人に
なってきました。しかし受けることが当然になってしまっているのではないでしょうか、あるいは意識して感謝の気
持ちを持っているのだろうか。また私たちが学生でなくなると受けるのではなく差し出す側に回るが、その時私た
ちはどうやって差し出すことができるのだろうか」といった内容のメッセージでした。
こうして、チャペル・アワーに参加して、キリスト教の考え方に触れることで、新島先生がどのような思いで同志社
を創立されたかについて少し知ることができるでしょう。
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［学生体験レポート］

 チャペル・アワー チャペル・アワー

日本でもクリスマス・ツリーが冬の風物詩としてすっかり定着しましたが、同志社大学の今
出川・京田辺の両校地にも大きなクリスマス・ツリーがあることをご存知でしょうか。
今出川キャンパスでは、彰栄館・良心館・同志社礼拝堂に囲まれた緑の芝生、学生たちの憩

いの広場、「聖なる中庭：サンクタスコート」に立つ高さ約23ｍのヒマラヤ杉が約1万3千個の
LEDライトによるイルミネーションで飾られて、光り輝くクリスマス・ツリーとなります。京田辺
キャンパスでは正門から入ってすぐのローム記念館前に、2019年に植えられたばかりのヒマ
ラヤ杉がその役目を果たします。

毎年、11月下旬から12月上旬の夕刻に両校地でクリスマス・ツリーに灯りを点す、クリスマス・イルミネーション
点灯式が行われます。会場の受付では先着順、数量限定ではありますが竹で作られた燭台が配られ、参加者の持
つろうそくのほのかな灯りの中、学生聖歌隊が讃美歌を歌い、聖書が朗読され、静かな祈りの時がもたれたあと、
司会者の掛け声とともに参加者全員でカウント・ダウン。ツリーに灯りが点ると歓声が上がります。暗闇の中に鮮や
かに輝くツリーに、今年もクリスマスの時期が来たと実感します。学生や教職員、保護者や地域の方、一般の方も
ぜひ参加してみてください。今出川校地では、学生団体SAPによる約1,500個のキャンドルによる演出も必見です。
クリスマス・ツリーのイルミネーションは、点灯式当日からイエス・キリストの誕生を記念する12月25日まで続きます。

避難所の景色を変える！
平成23年3月11日、東日本大震災が発生しました。私は東京に出張中で、凄まじい揺れを経験したのです
が、テレビで津波の映像を見て、「これは大変なことになってしまった。自分に何ができるだろうか？」そう考える
日が続きました。ある時、多くの被災者が避難所で寒さが原因で亡くなっていることを知りました。どうして安全
なはずの避難所で人が亡くなるのか？段ボール製品の製造販売を生業にしている私は、「もしかしたら暖かい
段ボールで寝床を作れば凍死を防げるかもしれない」と考え、急遽段ボールでベッドを試作してTwitterに写
真を投稿したところ、石巻赤十字病院の医師につながりました。医師は、避難所ではベッドが必要だと言うの
で、とにかくトラック満載の段ボールベッドを作り石巻に向けて出発。雑魚寝の避難所では寒さだけではなくエ
コノミークラス症候群などの健康被害が多発しているようで、ストップザ雑魚寝！を合言葉にベッドを普及させ
る活動を開始しました。しかし、ほとんどの避難所では無償提供にもかかわらず段ボールベッドの受け入れは
拒否されたのです。理由は、行政において避難所にベッドを導入する仕組みが無いからでした。そこで、その仕
組みを作ろうと考え、あらかじめ行政と防災協定を締結する事を考えました。また、個人的な活動では普及も限
定的だと考え、段ボールベッドの設計図を業界団体に無償提供して、広く協力を仰ぎました。現在では、業界全
体で７割の都道府県と防災協定を締結しています。しかし、避難所の課題は雑魚寝だけではありません。トイレ
や食事などの質も悪く、相変わらず多くの避難者が体調を崩したり亡くなったりしています。そこで、避難所の環
境を改善して災害関連死を防ぐ事を目的に、避難所・避難生活学会を設立。現在は、国や行政に対して避難所
の環境改善を訴えたり、災害発生時には被災地に入り避難所の
環境整備に取り組んでいます。日本の避難所の景色を雑魚寝か
らベッドに変える。日本から災害関連死を撲滅することができるま
で続けたいと思っています。

良心を手腕に活躍しています！

〈キリスト教文化センターで行っている主なクリスマスのイベント〉
★ クリスマス・イルミネーション点灯式　11月下旬～12月上旬（今出川、京田辺）
★ 同志社京田辺クリスマス燭火讃美礼拝　12月第2土曜日
★ クリスマス・イブ礼拝　12月24日頃　同志社礼拝堂（今出川）、同志社京田辺会堂言館礼拝堂（京田辺）

◆ Doshisha Spirit Tour（熊本キャンプ、安中・会津キャンプ）　
◆ Doshisha Spirit Week　◆ メディテーション・アワー
◆ オープン・プログラム、公開講演会　など

その他の
プログラム

チャペル・アワー ➡
http://www.christian-center.jp/chapelhour/index.html      

 クリスマスイベント クリスマスイベント クリスマスイベント ➡
http://www.christian-center.jp/xmas/index.html      

その他のプログラム ➡
http://www.christian-center.jp/      

水谷嘉浩さん　Jパックス株式会社代表取締役　［1993 年 文学部社会学科社会福祉学専攻 卒業］

田川智香子さん　［神学部 4年次生（取材時）］


